
社
会
保
険
適
用
拡
大
の
今
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
と
し
て

備
え
る
べ
き
課
題
は

2
0
2
0
年
5
月
29
日
の
通
常
国
会
で
、年
金
制
度
法
※
が
成
立
し
た
。

中
小
企
業
が
多
く
、短
時
間
労
働
者
を
多
数
雇
用
す
る
ビ
ル
メ
ン
業
界
。
事
業
者
の
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い
。

ど
の
よ
う
に
備
え
て
い
く
べ
き
か
、有
識
者
の
話
を
も
と
に
今
回
の
改
正
を
ま
と
め
た
。

「
段
階
的
」な
施
行
は
実
現
し
た
が

一
方
で
新
た
な
課
題
も
…
…

　

2
0
1
6
年
10
月
に
社
会
保
険
の
適
用

要
件
が
改
定
さ
れ
て
以
降
、
徐
々
に
そ
の

範
囲
は
拡
大
し
て
き
た
（
図
表
1
）。
こ

れ
ま
で
5
0
1
人
以
上
の
大
企
業
が
対
象

だ
っ
た
が
、
今
後
は
1
0
1
人
（
２
０ 

２
２
年
10
月
）、
51
人
（
２
０
２
４
年
10

月
）
以
上
と
、
中
小
企
業
で
も
対
応
す
る

必
要
が
生
じ
る
。

　

改
正
の
目
的
は
、
働
き
方
の
多
様
化
を

考
慮
し
た
上
で
の
経
済
基
盤
の
充
実
だ
。

短
時
間
労
働
者
に
も
よ
り
広
く
被
用
者
保

険
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
正
社
員
と
の
差

を
是
正
し
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
築

く
。
し
か
し
、
労
働
者
と
企
業
が
保
険
料

を
半
分
ず
つ
負
担
す
る
社
会
保
険
制
度
の

性
質
を
考
え
る
と
、
企
業
の
観
点
か
ら
は

課
題
も
多
く
残
る
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
本
誌
2
0
1
9
年

11
月
号
で
も
取
り
上
げ
、
全
国
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
経
営
・
政
策
委
員
会
の
中

野
副
会
長
と
伊
藤
委
員
長
に
よ
る
対
談
を

行
っ
た
。
そ
の
際
①
拡
大
ス
ピ
ー
ド
を
抑

え
、
事
業
者
が
備
え
る
準
備
期
間
を
設
け

る
②
高
齢
者
雇
用
に
対
す
る
助
成
金
等
の

2
点
を
国
に
提
案
す
る
と
方
針
を
示
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
は
①
の
段
階
的
施
行

の
要
望
が
汲
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
た

だ
し
②
高
齢
労
働
者
の
課
題
は
ま
だ
残
り
、

さ
ら
に
前
回
に
は
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
も
出
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
2
0
2
2
年
、

2
0
2
4
年
に
向
け
て
企
業
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
厚
生
労
働
省
担
当
者
の
寄
稿

や
座
談
会
を
通
じ
、
解
決
へ
の
手
が
か
り

を
探
っ
た
。

Text = Yoshimi Sato

特集

1

〈 改正の概要 〉
1  被用者保険の適用拡大

【厚生年金保険法、健康保険法、公的年金制度の財政基盤及び最低保障機能の強化等のための国民年
金法等の一部を改正する法律（平成24年改正法）、国家公務員共済組合法、地方公務員等共済組合法】
短時間労働者を被用者保険の適用とすべき事業者の企
業規模要件を段階的に引き下げる

2  在職中の年金受給のあり方の見直し 
【厚生年金保険法】
・在職中の老齢厚生年金受給者の年金額を毎年改正する
・60～64歳を対象とした特別支給の老齢厚生年金につい
て、支給停止とならない範囲を拡大する

3  受給開始時期の選択肢の拡大 
【国民年金法、厚生年金保険法等】
年金の受給開始時期の選択を、60～70歳→60～75歳
に拡大する

4  確定拠出年金の加入可能要件の見直し等
加入可能年齢の引き上げとともに、受給開始時期の選択
肢を拡大する

2016年以前

週 30時間以上
労働時間と労働
日数が概ね正社
員の3 /4以上

2016年10月～

(1)週労働時間20時間以上
(2)月額賃金8.8万円以上
　年収換算で約106万円
　※残業時間（代）等は含まない
 (3)勤労期間1年以上の見込み 
(4)学生以外
 (5)従業員501人以上の企業等 

 図表1：社会保険適用拡大の経緯

拡
大

拡
大

2017年4月～

これまでの条件のもと、 
500人以下の民間企業
は労使合意に基づき適
用拡大
国や地方公共団体は
規模にかかわらず適用

⇒実務上の取り扱いの現状を踏まえて撤廃
フルタイムの被保険者と同様、 
２ヶ月超の要件を適用 ※2022年10月施行

⇒ 50人超規模の企業まで適用範囲拡大
※2022年10月：100人超規模の企業まで適用
※2024年10月：50人超規模の企業まで適用

※
「
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
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各
業
界
の
意
見
を
ふ
ま
え

段
階
的
な
施
行
を
実
施

　

本
誌
2
0
1
9
年
11
月
号
に
続

き
、
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
に
関

す
る
そ
の
後
の
進
展
や
制
度
改
正
詳

細
に
加
え
て
、
施
行
に
向
け
た
支
援

策
な
ど
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界

で
働
く
方
々
に
と
っ
て
耳
よ
り
な
情

報
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
ご
説
明
し
た
通
り
、
被
用
者

保
険（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
）

は
2
0
1
6
年
10
月
よ
り
、
週
労
働

時
間
20
時
間
以
上
、
月
額
賃
金
8
・

8
万
円
以
上
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
す
短
時
間
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
対
象
と
な
る

事
業
所
は
法
律
上「
当
分
の
間
」
の

措
置
と
し
て
従
業
員
5
0
0
人
超
の

企
業
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

適
用
範
囲
を
拡
げ
る
取
り
組
み
が

「
適
用
拡
大
」
で
す
。

　

適
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
の
有
識
者
懇
談
会
、
審
議
会
に

お
け
る
専
門
的
な
議
論
、
与
党
に
お

け
る
綿
密
な
議
論
を
経
て
、
先
の
通

常
国
会
に
法
案
を
提
出
、
国
会
審
議

を
経
て
2
0
2
0
年
5
月
29
日
に

法
案
成
立
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
か
ら

は
各
段
階
で
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

成
立
し
た
年
金
改
正
法
に
お
い
て
、

適
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
か

つ
余
裕
を
も
っ
た
施
行
を
求
め
る
事

業
者
団
体
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、

2
0
2
2
年
10
　

月
に
1
0
0
人
超
企

業
ま
で
、
2
0
2
4
年
10
　

月
に
50
　

人

超
企
業
ま
で
適
用
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た（
な
お
こ
の
従
業
員
数
は
、「
週

労
働
時
間
が
通
常
の
労
働
者
の
４
分

の
３
以
上
」（
フ
ル
タ
イ
ム
が
週
40
時

間
な
ら
、
週
30
時
間
以
上
）
の
要
件

を
満
た
し
、
す
で
に
被
用
者
保
険
を

適
用
し
て
い
る
従
業
員
の
数
を
い
い
、

そ
れ
以
外
の
短
時
間
労
働
者
を
含
み

ま
せ
ん
）。

負
担
に
よ
る
不
本
意
な
働
き
方
を

回
避
す
る
た
め
の
支
援
策
を
用
意

　

適
用
拡
大
の
対
象
と
な
る
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
保
険
料
負
担

増
と
な
り
ま
す
。
従
業
員
に
と
っ
て

も
働
き
方
を
見
直
す
契
機
と
な
り
、

保
険
料
負
担
を
意
識
し
て
労
働
時
間

を
縮
め
て
し
ま
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た

め
、
適
用
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
政
府

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
事
業
者
の
保
険
料
負
担
増

に
つ
い
て
は
、
１
人
当
た
り
の
収
益

増
加
に
よ
っ
て
人
件
費
増
に
対
応
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
生
産
性
の
向
上

が
肝
要
で
す
。
政
府
の
「
生
産
性
革

命
推
進
事
業
」
で
は
、
設
備
投
資
等

を
支
援
す
る
「
も
の
づ
く
り
・
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
」、
販
路
開

拓
等
を
支
援
す
る
「
持
続
化
補
助

金
」、
業
務
効
率
化
等
を
支
援
す
る

「
I
T
導
入
補
助
金
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
生
産
性
向
上
の
た
め
の
具

体
的
方
策
に
つ
い
て
も
、
各
都
道
府

県
の
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
で
の
経

営
相
談
体
制
を
強
化
し
て
お
り
、
ぜ

ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
は
、
被
用
者
保
険
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
、
働
き
方
を
変
え
た
際
の
収
入
の

変
化
等
を
個
別
に
丁
寧
に
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
の
主
力
を
な
す
、
す
で
に

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
高
齢
従
業

員
の
方
々
で
も
被
用
者
保
険
加
入
に

よ
っ
て
年
金
額
が
増
え
、
ま
た
、
病

気
・
ケ
ガ
の
際
の
収
入
保
障
（
傷
病

手
当
金
）
も
充
実
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

事
業
者
・
従
業
員
間
で
し
っ
か
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
、

ま
た
事
業
者
が
適
用
拡
大
を
踏
ま
え

た
労
務
管
理
や
活
用
で
き
る
助
成
金

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
よ
う
、
政
府

と
し
て
、
事
業
者
の
専
門
家
活
用
を

支
援
す
る
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
具
体
的
に
は
、
社
会
保
険
労
務

士
や
年
金
事
務
所
職
員
等
の
専
門
家

が
事
業
所
訪
問
を
含
む
個
別
支
援
を

行
う
な
ど
、
き
め
細
か
な
支
援
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
な
か
な
か
今
後
の
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
適
用
拡
大
を
単
に
負
担
増

で
は
な
く
、
前
向
き
な
変
革
に
つ
な

げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
と
も
連
携
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社会保険適用拡大の今、ビルメンテナンス業として備えるべき課題は

「負担増だけでなく、前向きなチャンスとなる改正に」
厚生労働省 大臣官房 企画官（年金局担当）　古川弘剛氏

特別寄稿

特集 1
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労
働
者
／
事
業
者
の
利
害
対
立
で
は

な
く
制
度
の
意
義
を
共
有
で
き
る
改
正

―
今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
特
に
慎
重

に
検
討
し
た
点
は
何
で
し
ょ
う
か
？

古
川　
今
回
の
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大

は「
被
用
者
で
あ
れ
ば
被
用
者
保
険
に
加

入
す
る
」
と
い
う
原
理
原
則
を
徹
底
す
る

考
え
に
則
っ
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

改
正
に
あ
た
っ
て
最
も
注
意
深
く
検
討
し

た
の
は
、
労
働
者
の
目
線
と
事
業
者
の
目

線
の
利
害
対
立
で
す
。
労
働
者
に
は
年
金

額
が
増
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
事

業
者
側
に
と
っ
て
は
保
険
料
の
負
担
が
増

え
ま
す
。
そ
こ
で
対
立
構
造
で
は
な
く
、

「
制
度
哲
学
」
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、

丁
寧
に
議
論
し
ま
し
た
。
何
度
も
ビ
ル
メ

ン
テ
ン
ス
協
会
さ
ん
に
は
私
ど
も
の
会
議

に
お
呼
び
立
て
し
て
ご
負
担
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
妥
結
点
を
模
索
す
る
た
め
に

時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

―
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
へ
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤　
我
々
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は

零
細
な
企
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た

1
0
0
人
、
2
0
0
人
と
社
員
を
抱
え

て
い
て
も
売
上
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

業
界
に
与
え
る
負
担
は
か
な
り
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
地
方
に
行
く
ほ
ど
不
安

感
を
抱
え
る
企
業
が
多
い
印
象
で
す
。

中
野　
頻
繁
に
事
務
局
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
り
、
ま
た
総
会
や
会
議
で
も
気
持
ち

よ
く
ご
説
明
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
最
終
的
に
適

用
拡
大
は
51
人
以
上
と
い
う
形
に
決
着
し

ま
し
た
が
、
昨
年
、
自
由
民
主
党
に
本
件

を
要
望
と
し
て
提
出
し
た
際
、
全
国
協
会

が
調
べ
た
結
果
に
よ
る
と
ビ
ル
メ
ン
業
界

で
従
業
員
総
数
が
50
人
以
下
の
企
業
は
全

体
の
約
62
％
、
51
人
以
上
か
ら
の
企
業
数

は
約
38
％
で
す
。
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い

る
5
0
1
人
以
上
の
法
が
適
用
さ
れ
て

い
る
企
業
は
、
全
体
の
10
％
程
度
。

　

委
託
や
請
負
業
務
の
多
い
ビ
ル
メ
ン
業

務
の
特
質
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
委
員
長

が
話
し
た
よ
う
に
、
人
数
の
わ
り
に
は
比

較
的
売
上
が
立
た
ず
、
付
加
価
値
が
非
常

に
少
な
い
。
外
注
費
を
含
め
、
委
託
費
の

約
8
割
が
人
件
費
で
、
残
り
が
一
般
管
理

経
費
や
利
益
で
す
。
適
用
拡
大
で
28
％
程

度
を
労
使
折
半
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
人
件

費
プ
ラ
ス
14
　

％
の
企
業
負
担
が
増
え
ま
す
。

企
業
に
と
っ
て
は
先
行
き
が
見
え
ず
、
不
安

感
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
方
に

行
く
ほ
ど
懸
念
を
感
じ
て
い
る
企
業
が
多

い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

結
果
と
し
て
私
ど
も
の
望
ん
だ
方
向
に
着

陸
し
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま

す
が
、「
段
階
適
用
」
と
い
っ
た
形
で
ご
配

慮
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
負
担
感
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

古
川　
施
行
ま
で
の
間
、
ま
だ
時
間
が
あ

り
ま
す
の
で
支
援
策
を
活
用
し
な
が
ら
企

国
と
業
界
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
思
い
。

残
さ
れ
た
課
題
は
何
か
？

特
別
座
談
会

今
回
の
改
正
法
成
立
を
受
け
、
2
0
2
0
年
7
月
末
、
全
国
協
会
経
営
・
政
策
委
員

会
担
当
副
会
長
、
委
員
長（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）、
厚
生
労
働
省
年
金
局
担
当
者
並

び
に
同
省
に
て
委
員
を
務
め
る
専
門
家
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
を
行
っ
た
。

対
立
構
造
で
は
な
く
、「
制
度
哲
学
」を

共
有
で
き
る
よ
う
に
、
丁
寧
に
議
論（
古
川
氏
）

”
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業
の
生
産
性
を
上
げ
、「
基
礎
体
力
」
を
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
み
な
ら
ず
経
済
産
業
省
な

ど
の
施
策
を
活
用
し
た
支
援
策
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
ご
と
に
社
労
士
等
の

専
門
家
チ
ー
ム
を
用
意
し
、
企
業
が
社
労

士
を
必
要
と
す
る
際
に
は
、
費
用
支
援
を

受
け
な
が
ら
活
用
で
き
る
環
境
整
備
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
で
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
の
で
、
適
用
拡
大
を
迎
え
る
ま

で
の
施
行
の
時
期
を
引
き
続
き
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
支
援
内
容
を

充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原　
ビ
ル
メ
ン
テ
ン
ス
業
界
で
は
60
歳
以

上
で
元
気
に
働
く
方
が
多
く
、
今
後
も
高

齢
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
が
拡
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
タ
イ
ア
を
迎
え
た

際
に
は
60
歳
以
降
に
働
い
た
分
、
厚
生
年

金
が
上
乗
せ
さ
れ
、
厚
い
給
付
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
事
業
者
に
と
っ

て
負
担
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
働
く

人
に
と
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
最
初
の
負
担
感
が
最
終
的

に
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
り
、
業
界

自
体
も
盛
り
上
が
る
。
そ
の
た
め
の
制
度

と
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

一
方
、
中
小
企
業
ほ
ど
そ
の
負
担
は
大
き

く
な
る
。
全
国
協
会
さ
ん
で
も
そ
の
点
を

懸
念
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

古
川　
確
か
に
負
担
感
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
人
材
確
保
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、

よ
り
良
い
人
材
を
確
保
し
や
す
く
、
そ
の
人

材
に
長
く
勤
め
て
も
ら
え
る
可
能
性
も
十

分
に
あ
り
ま
す
。
支
援
策
を
活
用
し
な
が

ら
実
施
ま
で
の
2
年
、
4
年
あ
り
ま
す
の
で

必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

立
場
に
よ
っ
て
負
担
増
減
せ
ず

社
会
全
体
で
分
か
ち
合
う

―
全
国
協
会
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
今

回
段
階
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

伊
藤　
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症（
以
下

：

コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
業
界
の

影
響
は
非
常
に
大
き
い
で
す
。
保
険
適
用

拡
大
も
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
目
前
の
不
況
に
向
き
合
い
な
が
ら

先
々
を
見
据
え
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
率
直
に
、
こ
の
時
期
に
制
度

改
正
の
理
解
を
得
る
の
は
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
気
に
長
く
生
き
て

い
け
る
世
の
中
で
す
が
収
入
は
少
な
く
、

年
金
だ
け
で
生
活
で
き
る
状
態
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
金
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
信

頼
感
が
薄
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

中
野　
同
じ
く
、
コ
ロ
ナ
の
問
題
は
非
常

に
根
深
く
深
刻
な
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

保
険
適
用
拡
大
の
実
施
時
期
を
延
期
で
き

な
い
か
、
こ
れ
が
我
々
の
偽
ら
ざ
る
心
境

で
す
。
制
度
改
正
に
関
わ
る
理
念
や
哲
学

に
は
賛
同
で
き
る
反
面
、
我
々
の
業
界
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

年
金
制
度
は
、
社
会
全
体
、
国
民
全
て
が

等
し
く
負
担
を
分
か
ち
合
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
受
注
者
側
だ
け
が
費
用
増
を

負
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
分
を
発
注
金
額

に
含
め
る
こ
と
。
例
え
ば
官
庁
業
務
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た「
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
係
る
発
注
関
連
事

全国協会 経営・政策委員会 委員長
伊藤英明氏

厚生労働省 
大臣官房 企画官（年金局担当）
古川弘剛氏

全国協会 経営・政策委員会 担当副会長
中野信博氏

厚生労働省 社会保障審議会 年金部会 委員　
株式会社TIMコンサルティング
原 佳奈子氏

最
初
の
負
担
感
が

最
終
的
に
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
り
、

業
界
自
体
も
盛
り
上
が
る（
原
氏
）

特集 1
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務
の
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

あ
り
ま
す
。
企
業
の
新
た
な
負
担
に
つ
い

て
は
、
委
託
金
額
に
入
れ
こ
む
こ
と
が
明

確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
く
民
間

業
務
に
お
い
て
も
後
押
し
が
必
要
で
す
。

か
つ
て
消
費
税
が
延
期
さ
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
年
金
改
革
も
延
ば
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
…
…
。

古
川　
貴
重
な
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
状

況
を
見
な
が
ら
、
今
後
の
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
伊

藤
委
員
長
か
ら
の
重
要
な
指
摘
通
り
、
公

的
年
金
の
信
頼
性
が
な
け
れ
ば
適
用
拡
大

を
し
て
も
誰
も
納
得
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

特
に
若
い
方
を
中
心
に
、
公
的
年
金
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
正
し
く
理
解
で
き

る
循
環
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
若
者
向
け
の
教
材
を
作
っ
た
り
、

大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
や
高
校
の
授
業
で
年
金

を
考
え
る
場
を
設
け
た
り
、
年
金
を
題
材

に
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
開
催
し
た
り
な

ど
、
草
の
根
運
動
的
な
活
動
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
よ
り
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
受
注
・
発
注
に
つ
い
て
は
私
も
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
の

加
入
に
よ
っ
て
増
え
た
負
担
の
分
は
、

し
っ
か
り
と
発
注
者
側
が
負
担
す
る
。
こ

の
よ
う
な
形
が
一
番
望
ま
し
い
と
い
う
の

は
ま
っ
た
く
同
じ
見
解
で
す
。
年
金
局
が

直
接
所
管
す
る
分
野
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

担
当
に
働
き
か
け
る
な
ど
最
善
を
尽
く
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原　
生
き
が
い
や
健
康
、
お
金
な
ど
、
こ

れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
老
後
を
考
え
、

準
備
す
る
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
公

的
年
金
の
本
来
の
意
義
、
役
割
を
広
く
理

解
い
た
だ
き
、
信
頼
を
得
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
ま
す
。
事
業
主
さ
ま
に
対
し
て

も
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
目
配
せ

を
し
な
が
ら
説
明
し
て
、
施
行
に
向
け
て

進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
協
会

さ
ん
の
懸
念
や
ご
指
摘
は
ご
も
っ
と
も
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
国
で
は
引
き
続
き
対

策
を
考
え
て
い
き
ま
す
し
、
実
際
に
見
直

し
も
行
い
ま
し
た
。

多
様
な
働
き
方
に
応
じ
た

従
業
員
向
け
の
見
直
し
も

古
川　
高
齢
期
を
迎
え
て
か
ら
も
働
き
続

け
た
い
な
ど
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
改
正
も
、
こ
う
し
た
世
の
中

の
状
況
の
変
化
に
順
応
し
た
制
度
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
適
用
拡

大
に
加
え
て
い
く
つ
か
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

1
つ
目
は「
在
職
定
時
改
定
」
の
導
入
。

65
歳
を
超
え
、
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら

働
く
方
々
の
年
金
支
給
額
の
見
直
し
で
す
。

65
歳
で
一
度
年
金
額
は
確
定
し
、
そ
れ
以

降
に
働
い
て
収
入
を
得
る
と
そ
の
分
保
険

料
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
そ
の
保
険

料
相
当
が
年
金
額
に
反
映
さ
れ
る
の
は
退

職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、

毎
年
1
回
年
金
額
に
反
映
す
る
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
65
歳
で
年
金
を
受
け
取
り

な
が
ら
賃
金
を
得
て
い
る
方
は
、
66
歳
以

降
の
年
金
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
つ
目
が「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」
の

見
直
し
で
す
。
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら

賃
金
を
得
て
い
る
方
々
で
、
60
〜
64
歳
の

方
が
今
回
の
見
直
し
の
対
象
で
す
。「
賃

金
+
年
金
額
」
が
一
定
額
を
超
え
る
と
年

金
受
給
額
が
減
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
超
え
な
い
よ
う
労
働
時
間
を
調

整
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
基
準
値
を
現
行
の
28
　

万
円
か
ら
47
　

万

円
に
引
き
上
げ
ま
す
。
そ
の
分
、
今
よ
り

賃
金
を
も
ら
っ
て
も
年
金
が
減
り
ま
せ
ん

の
で
、
希
望
に
応
じ
て
、
年
金
の
こ
と
を

気
に
せ
ず
よ
り
労
働
時
間
を
増
や
す
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

最
後
に「
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
の

拡
大
」。
現
在
、
受
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
、
60
歳
ま
で
前
倒
す（
繰
上
げ
受
給
）

こ
と
も
70
歳
ま
で
後
ろ
倒
す（
繰
下
げ
受

給
）
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
こ
の
範
囲
を

60
歳
〜
75
歳
に
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
さ
ら
に
自
身
の
年
金
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

繰
下
げ
受
給
で
は
1
月
あ
た
り
0
・
7
％

増
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
65
歳
を

超
え
て
も
賃
金
の
み
で
生
活
し
て
い
る
方

が
68
歳
で
受
け
取
り
を
開
始
す
れ
ば
、
65

歳
で
受
け
取
る
と
き
に
比
べ
て
約
25
％
増

え
る
仕
組
み（
月
0
・
7
%
×
12
ヶ
月
×

3
年
）
で
す
。
い
ず
れ
も
2
0
2
2
年

4
月
か
ら
施
行
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

個
々
の
働
き
方
に
あ
わ
せ
、
特
に
高
齢
期

の
就
労
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
年

金
制
度
に
見
直
し
ま
し
た
。
よ
り
長
く
働

く
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
は
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
前
の
不
況
に
向
き
合
い
な
が
ら

先
々
を
見
据
え
て

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん（
伊
藤
氏
）

年
金
制
度
は
、
社
会
全
体
、
国
民
全
て
が

等
し
く
負
担
を
分
か
ち
合
う
べ
き（
中
野
氏
）

”
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有
能
な
労
働
者
を
確
保
し
、
従
業
員
に

と
っ
て
も
柔
軟
な
働
き
方
の
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
今
回
の
法
改
正
。

し
か
し
、
中
小
企
業
、
高
齢
労
働
者
の
多

い
ビ
ル
メ
ン
業
界
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

く
、
負
担
も
相
当
な
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

課
題
が
残
る
と
は
い
え
、
今
回
、
段
階
的

な
適
用
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
猶
予

が
あ
る
の
は
ひ
と
つ
の
望
み
だ
。
そ
れ
ま

で
の
期
間
を
活
用
し
、
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
企
業
負
担
を
軽
減
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。
逆
に
今
か
ら
動
か
な
け
れ
ば
、
直

前
で
慌
て
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

ま
ず
は
雇
用
者
が
根
本
的
に
、
制
度
を

理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
。
施
行
後
、
現
行

と
比
べ
て
ど
れ
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
か
を

試
算
し
て
、
顧
客
と
の
契
約
や
社
内
基
準

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
従
業

員
の
意
向
を
汲
み
取
り
な
が
ら
、
自
社
の

魅
力
を
強
化
す
る
機
会
に
も
な
り
う
る
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
対
応
が
難
し
い
企
業
も
多
く
あ

る
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
。
今
後
も
状
況
を

見
な
が
ら
、
国
の
対
策
を
逃
さ
な
い
こ
と

も
重
要
だ
。

　

施
行
は
2
〜
4
年
後
。
ま
だ
準
備
期
間

は
あ
る
と
捉
え
、
企
業
の
状
況
に
沿
っ
た
対

策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
も
厚
生
労
働
省
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

国と業界が協力し
状況に沿った対策を進める

施行までは2～4年の期間があるがその
間、状況を見ながら都度、最良の方策を
考えなくてはならない。今後も厚生労働
省とより丁寧に相談を重ねながら準備を
進めたい。

S U M M A R Y

国は状況に応じてさまざまな
支援策を整備3

事業者は施行に向けた
対策を検討2

制度改正は「明るい未来への
備え」となる1

支
援
を
活
用
し
な
が
ら

施
行
ま
で
の
期
間
で
企
業
体
制
を
整
え
る

0
1
6
年
10
月
の
法
改
正
に
よ

り
、
す
で
に
社
会
保
険
適
用
に

対
応
し
て
い
る
株
式
会
社
ハ
リ
マ
ビ
ス

テ
ム
。
適
用
開
始
当
初
、
従
業
員
の
中

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
も
い
た
と
、

同
社
人
事
担
当
の
阪
本
氏
は
振
り
返
る
。

「
適
用
拡
大
を
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
る
か

ど
う
か
は
、
個
人
の
状
況
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
扶
養
内
で
働
き
た
い
方

な
ど
、
収
入
額
が
減
少
す
る
こ
と
を
懸

念
し
て
、
雇
用
契
約
の
変
更
や
退
社
を

選
ん
だ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

（
阪
本
氏
）

　

施
行
に
向
け
、
約
半
年
前
か
ら
準
備

を
進
め
た
。「
従
業
員
の
選
択
肢
を
奪

う
こ
と
の
な
い
よ
う
」
1
人
ず
つ
丁
寧

に
説
明
を
繰
り
返
し
、
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
に
努
め
た
が
、
そ
の
作
業
量
は

か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

実
際
、
施
行
後
の
金
銭
的
負
担
も
多

大
で
あ
っ
た
。
策
と
し
て
同
社
で
は
改

正
が
決
ま
っ
た
3
年
前
よ
り
、
適
用
拡

大
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
見
据
え
、

受
託
金
額
の
調
整
な
ど
顧
客
の
理
解
を

得
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
た
。
同
社

常
務
執
行
役
員
の
鴻
義
典
氏
は「
今
後

対
象
と
な
る
ビ
ル
メ
ン
企
業
で
は
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
都
市
部
と
地
方
で
も
環
境
は
異
な

り
ま
す
。
継
続
的
な
国
の
支
援
も
必
要

で
は
な
い
か
」
と
懸
念
を
示
す
。
従
業

員
に
と
っ
て
、
会
社
規
模
に
よ
る
保
険

適
用
差
が
な
く
な
る
今
後
。
企
業
側
で

は「
福
利
厚
生
な
ど
の
企
業
自
身
の
魅

力
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ゴ
ー

ル（
施
行
）
は
明
確
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
も
起
こ

り
ま
す
の
で
、
準
備
期
間
を
確
保
し
て
、

段
階
を
踏
み
な
が
ら
先
行
で
き
る
部
分

は
進
め
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
従
業

員
の
声
を
聞
い
て
検
討
す
る
の
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
鴻
氏
）

施
行
ま
で
に
十
分
な
準
備
期
間
を
設
け

社
内
外
の
環
境
を
整
え
る

取
締
役 

常
務
執
行
役
員 

鴻
義
典
氏

	

執
行
役
員 

人
事
企
画
部
長 

阪
本
智
紀
氏

対応済み企業に聞く 「備えるべきポイント」

2

特集 1 社会保険適用拡大の今、ビルメンテナンス業として備えるべき課題は

株
式
会
社
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム
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